
農
業
委
員
会
事
務
局
の
体
制

強
化
を

小
中
学
校
の
手
洗
い
場
に

温
水
器
を

西
村
邦
明
議
員
の
質
問

市
長
は
副
市
長
の
続
投
要
請
を
さ
れ

た
際
に
任
期
途
中
の
令
和
5
年
3
月

末
に
退
任
し
て
も
ら
う
旨
も
併
せ
て
伝
え
て

い
る
が
、な
ぜ
任
期
途
中
で
の
退
任
要
請
な

の
か
。議
会
に
は
4
年
任
期
と
し
て
提
案
し

て
い
る
。議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

自
身
の
任
期
が
折
り
返
す
段
階
で
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
時
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
処
し
、関
係
機
関
と
さ
ら
に

連
携
を
図
っ
て
い
く
た
め
と
判
断
し
た
。地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
任
期
4
年
で
提
案

し
た
も
の
で
あ
り
、議
会
軽
視
す
る
意
図
は
な

か
っ
た
。

Q

ダイ
ジェスト！

Q A＆

3 月定 例 会
一 般 質 問ダイジェスト!

三
条
市
は
文
化
芸
術
基
金
を
全
部
使
い

終
わ
っ
た
ら
こ
の
事
業
は
や
め
る
の
か
。

基
金
が
な
く
な
っ
た
ら
、そ
の
後
で
ど

う
す
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q

副
市
長
の
退
任

坂
井
良
永
議
員
の
質
問

農
業
従
事
者
の
確
保

本
格
的
な
文
化
会
館
・
体
育

館
の
建
設
に
つ
い
て

国
定
前
市
長
は
今
後
決
し
て
文
化
会
館

は
造
ら
な
い
。よ
っ
て
文
化
会
館
建
設
基

金
が
転
用
さ
れ
て
三
条
市
文
化
芸
術
振
興
費

と
し
て
約
4
0
0
0
万
円
が
使
わ
れ
て
、残

高
3
2
0
0
万
円
に
な
っ
た
。驚
く
こ
と
に

あ
れ
ほ
ど
造
ら
な
い
と
明
言
し
た
国
定
前
市

Q

農
業
は
基
幹
産
業
と
い
う
が
、後
継
者

の
い
な
い
基
幹
産
業
は
あ
り
得
な
い
。

大
き
く
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
担
い
手
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

農
業
収
入
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、市
と
し
て
は
農
業
機
械
等
導
入
補
助

金
を
は
じ
め
農
地
集
積
を
支
援
す
る
協
力
金
の

活
用
や
園
芸
作
物
等
の
複
合
化
も
進
め
る
。

Q

基
幹
的
農
業
従
事
者
は
年
々
減
少
し

長
に
よ
っ
て
体
育
文
化
会
館
が
完
成
し
た
。そ

れ
も
雑
居
ビ
ル
の
ご
と
く
、あ
れ
も
こ
れ
も

詰
め
込
ん
だ
施
設
だ
。私
は
建
設
懇
談
会
で

5
0
0
席
の
ホ
ー
ル
は
や
め
て
全
て
体
育
館

と
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
は
音
楽
協
会
会
長
の
西
村
に
は
さ

せ
て
も
ら
え
ず
、場
末
に
立
た
さ
れ
る
羽
目

に
遭
っ
た
。体
育
館
が
狭
く
、公
式
試
合
が
で

き
る
か
疑
問
だ
。

　

新
た
に
建
設
基
金
を
設
け
て
将
来
中
央
公

民
館
改
築
新
築
に
合
わ
せ
、そ
の
機
能
を
加

味
し
た
本
格
的
な
文
化
会
館
・
大
き
な
公
式

試
合
が
で
き
る
本
格
的
な
体
育
館
の
基
金
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

現
時
点
で
は
文
化
会
館
建
設
の
必
要
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。体
育
館
は
さ

ま
ざ
ま
な
競
技
の
公
式
試
合
が
開
催
で
き
る

規
格
と
な
っ
て
い
る
。そ
れ
を
有
す
る
ア
リ
ー

ナ
が
あ
る
こ
と
か
ら
新
し
い
体
育
館
を
建
設

す
る
予
定
は
な
い
。

　
議
第
1
号
、
一
般
任
用
職
員
報
酬
で
は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
招
く
も
の
と
い
う
理
由
で

反
対
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
制
度
で
あ
り
、
三
条
市
で
は

待
遇
の
面
で
も
十
分
配
慮
さ
れ
て
お
り
賛
成

す
る
。

　

議
第
3
号
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
反
対
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
国

の
制
度
上
の
予
算
で
あ
り
、
三
条
市
議
会
に

お
い
て
議
論
す
る
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
反
対

す
べ
き
理
由
は
な
い
。

　

議
第
9
号
、
商
工
費
の
八
木
ヶ
鼻
温
泉
保

養
交
流
施
設
経
営
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
市

が
指
定
管
理
者
の
経
営
状
況
を
適
切
に
把
握

す
る
な
ど
、
収
支
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
附

帯
決
議
が
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
可
決
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
収
支
改
善
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

　

議
第
18
号
お
よ
び
議
第
19
号
、
三
条
市
議

会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び
三
条
市
特
別
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
反
対
の
意

見
が
あ
っ
た
が
、
三
条
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
で
答
申
さ
れ
た
内
容
で
あ
り
、
答
申
は

尊
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
賛
成
す
る
。

無
所
属

03

議
第
1
号
　
令
和
5
年
度
三
条
市
一

般
会
計
予
算

議
第
9
号
　
令
和
4
年
度
三
条
市
一

般
会
計
補
正
予
算

　

議
第
1
号
、
7
款
商
工
費
1
項
商
工
費
4

目
観
光
費
、
事
業
番
号
0
2
0
観
光
施
設

費
、
八
木
ヶ
鼻
温
泉
保
養
交
流
施
設
経
営
支

援
金
4
0
3
4
万
円
と
議
第
9
号
、
7
款

1
項
4
目
、
事
業
番
号
0
2
0
観
光
施
設

費
、
八
木
ヶ
鼻
温
泉
保
養
交
流
施
設
経
営
支

援
金
3
1
8
9
万
円
に
反
対
の
立
場
で
討
論

す
る
。

　

結
論　
「
今
の
状
態
で
は
悪
く
は
な
っ
て
も

こ
れ
以
上
の
好
転
は
見
込
み
難
い
。
第
三
セ

ク
タ
ー
を
解
散
し
第
二
セ
ク
タ
ー
で
の
完
全

民
営
化
を
目
指
す
か
、
民
間
に
譲
渡
す
る
か

指
定
管
理
者
を
変
え
る
か
等
々
の
抜
本
的
な

改
革
を
し
な
い
限
り
、
三
条
市
の
お
荷
物
的

存
在
の
状
態
は
続
く
」。
今
の
体
制
と
仕
組

み
、
そ
し
て
所
管
の
営
業
戦
略
室
で
は
改
善
・

改
革
は
無
理
だ
。

　

反
対
理
由
を
5
点
申
し
述
べ
る
。

　

1 

経
営
責
任
が
三
条
市
と（
株
）
下
田
郷

開
発
、
二
者
と
の
間
で
曖
昧
模
糊
と
し
て
い

る
状
態
で
は
改
善
は
見
込
み
薄
で
あ
る
。

　

2 

両
者
の
本
気
度
が
変
わ
ら
な
い
限
り
無

理
で
あ
る
。

　

3 

地
元
住
民
の
意
見
を
最
大
限
に
反
映
せ

ね
ば
地
元
の
協
力
は
得
ら
れ
な
い
。

　

4 

現
状
の
本
質
を
突
く
対
因
療
法
で
は
な

い
対
症
療
法
は
戦
術
・
戦
闘
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

営
業
戦
略
室
の
名
前
が
泣
く
。

　

5 

机
の
上
だ
け
で
の
問
題
解
決
で
は
無
理

が
あ
り
現
地
現
場
に
常
駐
す
る
く
ら
い
の
気
概

が
な
け
れ
ば
改
善
・
改
革
は
夢
物
語
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
八
木
ヶ
鼻
温
泉
保
養
交

流
施
設
経
営
支
援
金
に
反
対
す
る
。
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森
山 

昭
議
員
の
質
問

貝
喰
川
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、平

成
18
年
に
河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
、広
域
河
川
改
修
事
業
と
し
て
事
業
化
さ

Q
貝
喰
川
の
治
水
問
題

れ
て
い
る
。上
流
域
で
築
堤
、掘
削
、護
岸
工

事
等
が
予
定
さ
れ
い
て
い
る
が
、上
流
域
の

河
川
改
修
が
下
流
の
治
水
に
与
え
る
影
響
は

ど
う
か
。

貝
喰
川
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、12
年

に
1
回
の
豪
雨
に
対
す
る
流
下
能
力
を

既
に
有
し
て
お
り
、下
流
に
つ
い
て
は
河
川
改

修
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
の
担
い
手
問
題

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
が
改
正

さ
れ
た
。農
業
委
員
会
は
地
域
計
画
や

目
標
地
図
を
策
定
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ

る
。実
務
を
支
え
る
事
務
局
体
制
の
強
化
を

図
る
べ
き
だ
。

業
務
、役
割
は
大
き
く
な
る
。外
部
委

託
な
ど
効
率
的
な
作
業
を
推
進
す
る
。

QQ
中
小
業
者
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
本
格
的
返
済
が
今
夏

に
迫
る
。県
は
借
換
え
融
資
を
創
設
し

国
は
借
換
え
保
証
を
始
め
た
。三
条
市
は
利

子
と
保
証
料
を
支
援
す
べ
き
だ
。

昨
年
9
月
か
ら
利
子
相
当
額
の
支
援

措
置
を
講
じ
た
。今
後
の
地
域
経
済
の

情
勢
や
ニ
ー
ズ
、市
の
財
政
状
況
な
ど
を
総

合
的
に
捉
え
た
上
で
判
断
し
た
い
。

5
月
の
連
休
明
け
か
ら
5
類
感
染
症
に

変
更
さ
れ
る
。医
療
費
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

QQ

厳
冬
期
に
は
児
童
、生
徒
が
温
水
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
温
水
器
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

市
内
の
小
中
学
校
の
手
洗
い
場
に
は

基
本
的
に
温
水
設
備
は
な
い
が
各
階
に

お
お
む
ね
1
カ
所
設
置
し
て
あ
る
。

QQ

Q

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。稲
作
農
家
の
確
保

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

農
地
の
規
模
拡
大
や
園
芸
作
物
の
支
援

等
で
農
業
所
得
の
増
加
を
図
り
た
い
。

Q

の
公
費
負
担
を
国
に
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ

て
対
応
を
検
討
す
る
。

栄中学校の手洗い場

岡
本
康
佑
議
員
の
質
問

地
域
移
行
が
行
わ
れ
た
際
の
責
任
の

所
在
は
。

部
活
動
か
ら
移
行
さ
れ
る
地
域
ク
ラ
ブ

Q
部
活
動
の
地
域
移
行
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